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Vision

１ 新たな経営形態の模索・検討 79

２ 人材育成による専門性の確保 80

３ 効率的な事業運営 83

Ⅱ 施 策

～ 水道サービスを発展・継承し、お客さまに

　　　信頼される高水準な水道事業を目指します ～

４ 水道サービスの拡大

1　直面する課題

　ライフスタイルの変化などにより、水道サービスに対するお客様のニーズは多種・多様化し

ており、大規模な水道事業体では水道料金のコンビニエンスストア支払いやクレジットカード

支払い、インターネットによる各種受付などの新たなサービスを実施しています。その一方で、

市町村単位で運営される小規模な事業体の多くは、新たなサービスの導入がお客さまの利便性

の向上につながることは理解していながらも、費用面などに問題を抱え、安易に導入に踏み切れ

ないのが現状です。

　今回の市民アンケートの結果から、光市においては、料金支払い方法の選択肢拡大を望んでい

るお客さまは、全体の約 4.4％しかいないという結果が得られ、新たな支払い方法の導入に緊急

性はないと考えています。

　しかしながら、水道サービスの拡大という観点からは、料金の支払い方法の選択肢拡大による

お客さまの水道料金の支払い機会の充実化が求められるのは当然であり、投資費用とその効果

のバランスを測りながら、光市に見合ったサービスを模索していくことが必要となっています。

2　目指すべき将来像及び施策

　お客さまの利便性の向上を最優先に考慮しながら、水道料金の支払い機会の充実をはじめと

した新たな水道サービスの拡大について、投資費用とその効果のバランスを測りながら検討し

ていきます。

具体的な施策具体的な施策
施 策

料金支払方法の選択肢拡大の検討３１
　お客さま利便性の向上のため、窓口時間の延長、コンビニ・クレジットカード払い
など、費用対効果を考慮し、検討します。

　下水道使用料金の同時徴収を行うことにより、公共料金窓口としての機能を拡大し
ます。

H.２０ H.2１ H.2２ H.2３ H.2４ H.2５ H.2６ H.2７ H.2８ H.2９

３２ 下水道使用料金の同時徴収の実施

施 策

H.２０ H.2１ H.2２ H.2３ H.2４ H.2５ H.2６ H.2７ H.2８ H.2９

検　討

検討 実　施
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1　直面する課題

民間的経営手法 解　　　説 他都市の導入例

従来型委託業務
水道事業の所管する業務の一部を民間企業などに委託するこ
とで、水道法上の責任は、委託した業務の全般にわたって指
揮監督権を有する水道事業者にある。

【横浜市水道局】
  電話受付業務

第三者委託制度

従来型委託業務より広い範囲で水道の管理に関する技術上の
業務の全部または一部を他の水道事業者や民間企業などに委
託できる制度で、委託された業務についての水道法上の責任
は受託者にある。

【三次市水道局・
  田布施・平生水道企業団】
  浄水施設等維持管理業務

指定管理者制度

民間の能力を活用し、住民サービスの向上や経費の削減など
を図るために、地方公共団体が指定する法人、その他の団体
に公共施設である水道施設の管理権限を委託して、管理運営
を行わせる制度。

【高山市水道部】
  簡易水道事業施設の
  管理業務

独立行政法人

水道事業の一定の業務・事業について、自律的・弾力的な業
務運営を可能にするとともに、その業務・事業の実績を第三
者委員会が適切に事後評価を行うことにより、事務の効率性
やサービス水準の向上を図るために、地方公共団体が法人格
を有する団体を設立し、その団体に当該業務・事業を行わせ
る制度。

【水道事業での
  導入例はナシ】

PFI 事業

公共施設である水道施設の建設、維持管理、運営などについ
て、民間の資金、経営能力及び技術能力を積極的に活用する
ことにより、地方公共団体などが直接実施するよりも効率的
で質の高い行政サービスを提供するために、当該事業を民間
企業になどに行わせる手法。

【埼玉県企業局】
  浄水場排水処理施設等
  整備・運営事業

2　目指すべき将来像及び施策

▲水道事業における民間的経営手法の内容と導入例

1　直面する課題

▲光市水道局職員の年齢構成
　（平成 19 年 4 月 1 日現在）

▲水道事業の確保すべき専門性

確保すべき専門性

電気・機械設備管理 停電時などの非常時に迅速な対応ができる。

管路の設計業務 コンサルタントへ委託すると膨大な費用が発生する。

バルブ操作等による適切な濁水処理等は、経験値が大きく
影響する。

日常の安全な水道水の供給や災害時の検査体制などの迅速
な対応ができる。

配水管の維持管理

水質検査・管理業務

確保すべき理由

2　目指すべき将来像及び施策
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1　直面する課題

民間的経営手法 解　　　説 他都市の導入例

従来型委託業務
水道事業の所管する業務の一部を民間企業などに委託するこ
とで、水道法上の責任は、委託した業務の全般にわたって指
揮監督権を有する水道事業者にある。

【横浜市水道局】
  電話受付業務

第三者委託制度

従来型委託業務より広い範囲で水道の管理に関する技術上の
業務の全部または一部を他の水道事業者や民間企業などに委
託できる制度で、委託された業務についての水道法上の責任
は受託者にある。

【三次市水道局・
  田布施・平生水道企業団】
  浄水施設等維持管理業務

指定管理者制度

民間の能力を活用し、住民サービスの向上や経費の削減など
を図るために、地方公共団体が指定する法人、その他の団体
に公共施設である水道施設の管理権限を委託して、管理運営
を行わせる制度。

【高山市水道部】
  簡易水道事業施設の
  管理業務

独立行政法人

水道事業の一定の業務・事業について、自律的・弾力的な業
務運営を可能にするとともに、その業務・事業の実績を第三
者委員会が適切に事後評価を行うことにより、事務の効率性
やサービス水準の向上を図るために、地方公共団体が法人格
を有する団体を設立し、その団体に当該業務・事業を行わせ
る制度。

【水道事業での
  導入例はナシ】

PFI 事業

公共施設である水道施設の建設、維持管理、運営などについ
て、民間の資金、経営能力及び技術能力を積極的に活用する
ことにより、地方公共団体などが直接実施するよりも効率的
で質の高い行政サービスを提供するために、当該事業を民間
企業になどに行わせる手法。

【埼玉県企業局】
  浄水場排水処理施設等
  整備・運営事業

2　目指すべき将来像及び施策

▲水道事業における民間的経営手法の内容と導入例

1　直面する課題

▲光市水道局職員の年齢構成
　（平成 19 年 4 月 1 日現在）

▲水道事業の確保すべき専門性

確保すべき専門性

電気・機械設備管理 停電時などの非常時に迅速な対応ができる。

管路の設計業務 コンサルタントへ委託すると膨大な費用が発生する。

バルブ操作等による適切な濁水処理等は、経験値が大きく
影響する。

日常の安全な水道水の供給や災害時の検査体制などの迅速
な対応ができる。

配水管の維持管理

水質検査・管理業務

確保すべき理由

2　目指すべき将来像及び施策

光
市
水
道
事
業

の
あ
ゆ
み

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト

の
実
施

災
害
対
策
及
び

維
持
管
理
計
画

環
境
対
策
及
び

水
質
保
全
計
画

光
市
水
道
事
業
の

目
指
す
べ
き
方
向
性

ビ
ジ
ョ
ン
の
全
体
像

サ
ー
ビ
ス
向
上
計
画

経
営
基
盤
強
化
計
画

財
政
適
正
化
計
画

施
策
全
体
の
ま
と
め

資　

料　

編

施
設
維
持
計
画

80

光
市
水
道
事
業

の
あ
ゆ
み

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト

の
実
施

災
害
対
策
及
び

維
持
管
理
計
画

環
境
対
策
及
び

水
質
保
全
計
画

光
市
水
道
事
業
の

目
指
す
べ
き
方
向
性

ビ
ジ
ョ
ン
の
全
体
像

サ
ー
ビ
ス
向
上
計
画

経
営
基
盤
強
化
計
画

財
政
適
正
化
計
画

施
策
全
体
の
ま
と
め

資　

料　

編

施
設
維
持
計
画



未来へ走り続ける光のライフライン 経営基盤強化計画

ひかりかがやく水のまち ～光市水道光合成プラン～ひかりかがやく水のまち ～光市水道光合成プラン～ Ⅱ 施 策

▲外部研修会開催の様子

光市水道事業全体のレベルアップ光市水道事業全体のレベルアップ

具体的な施策具体的な施策
施 策

光市水道局独自採用の堅持３４

　民間が主催する研修会に積極的に参加することにより、民間的考え方・手法を柔軟
に取り入れ、事業に反映します。

H.２０ H.2１ H.2２ H.2３ H.2４ H.2５ H.2６ H.2７ H.2８ H.2９

H.２０ H.2１ H.2２ H.2３ H.2４ H.2５ H.2６ H.2７ H.2８ H.2９

H.２０ H.2１ H.2２ H.2３ H.2４ H.2５ H.2６ H.2７ H.2８ H.2９

適材適所の人員配置の実施

施 策

民間の主催する研修会への積極的参加

施 策

実　施

実　施

実　施

検 討

検 討

３５

３６

　各職場における業務内容、外部研修で学んだ内容、及び接遇・災害対策などの水道
局内部での研修会・学習会を定期的に開催し、知識を共有化することにより、水道事
業全体のレベルアップを目指します。

H.２０ H.2１ H.2２ H.2３ H.2４ H.2５ H.2６ H.2７ H.2８ H.2９

内部研修会の定期的実施

施 策

実　施検 討

３７

光合成プランベンチマーク２５

『外部研修時間』『外部研修時間』

過 去 の 推 移

平成１６年度 平成１７年度 平成１８年度 平成２０年度 平成２４年度 平成２９年度

【指標の算出式】

【指標の分析】

【目標数値】

１７

P o i n tP o i n t

９.００.７ １.１ ４.１ １２.０ １５.０

職員資質の向上を示す指標で、民間主催の研修会に参加することで、より広い視野での知識を

習得することを目指す。

『外部研修』 … 研修を開催する主催者が、水道事業体以外の研修会

『全職員数』 … 管理者、再任用職員及び嘱託職員を含まない職員数

（ 職員が外部研修を受けた時間 × 人数 ）

全職員数
[ 時間 ]

光合成プランベンチマーク２５

『内部研修会開催時間』『内部研修会開催時間』

過 去 の 推 移

平成１６年度 平成１７年度 平成１８年度 平成２０年度 平成２４年度 平成２９年度

【指標の算出式】

【指標の分析】

【目標数値】

１８

P o i n tP o i n t

１０.０３.０ ５.０ ７.０ １５.０ ２０.０

「外部研修時間」では職員個人の資質向上を目指すものに対し、本指標では職員が諸問題を

共有化することで、水道事業全体の資質向上を目指すものとした。

『内部研修会』 … 光市水道局職員、または外部からの専門家を講師として開催した研修会

『参加人数』 …… ここでの参加人数は、光市水道局職員（嘱託職員及び再任用職員を含まない）

　　　　　　　  のみとする

（ 内部研修会を開催した時間 × 参加人数 ）

全職員数
[ 時間 ]

光合成プランベンチマーク

光合成プランベンチマーク
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未来へ走り続ける光のライフライン 経営基盤強化計画

ひかりかがやく水のまち ～光市水道光合成プラン～ひかりかがやく水のまち ～光市水道光合成プラン～ Ⅱ 施 策

▲外部研修会開催の様子

光市水道事業全体のレベルアップ光市水道事業全体のレベルアップ

具体的な施策具体的な施策
施 策

光市水道局独自採用の堅持３４

　民間が主催する研修会に積極的に参加することにより、民間的考え方・手法を柔軟
に取り入れ、事業に反映します。

H.２０ H.2１ H.2２ H.2３ H.2４ H.2５ H.2６ H.2７ H.2８ H.2９

H.２０ H.2１ H.2２ H.2３ H.2４ H.2５ H.2６ H.2７ H.2８ H.2９

H.２０ H.2１ H.2２ H.2３ H.2４ H.2５ H.2６ H.2７ H.2８ H.2９

適材適所の人員配置の実施

施 策

民間の主催する研修会への積極的参加

施 策

実　施

実　施

実　施

検 討

検 討

３５

３６

　各職場における業務内容、外部研修で学んだ内容、及び接遇・災害対策などの水道
局内部での研修会・学習会を定期的に開催し、知識を共有化することにより、水道事
業全体のレベルアップを目指します。

H.２０ H.2１ H.2２ H.2３ H.2４ H.2５ H.2６ H.2７ H.2８ H.2９

内部研修会の定期的実施

施 策

実　施検 討

３７

光合成プランベンチマーク２５

『外部研修時間』『外部研修時間』

過 去 の 推 移

平成１６年度 平成１７年度 平成１８年度 平成２０年度 平成２４年度 平成２９年度

【指標の算出式】

【指標の分析】

【目標数値】

１７

P o i n tP o i n t

９.００.７ １.１ ４.１ １２.０ １５.０

職員資質の向上を示す指標で、民間主催の研修会に参加することで、より広い視野での知識を

習得することを目指す。

『外部研修』 … 研修を開催する主催者が、水道事業体以外の研修会

『全職員数』 … 管理者、再任用職員及び嘱託職員を含まない職員数

（ 職員が外部研修を受けた時間 × 人数 ）

全職員数
[ 時間 ]

光合成プランベンチマーク２５

『内部研修会開催時間』『内部研修会開催時間』

過 去 の 推 移

平成１６年度 平成１７年度 平成１８年度 平成２０年度 平成２４年度 平成２９年度

【指標の算出式】

【指標の分析】

【目標数値】

１８

P o i n tP o i n t

１０.０３.０ ５.０ ７.０ １５.０ ２０.０

「外部研修時間」では職員個人の資質向上を目指すものに対し、本指標では職員が諸問題を

共有化することで、水道事業全体の資質向上を目指すものとした。

『内部研修会』 … 光市水道局職員、または外部からの専門家を講師として開催した研修会

『参加人数』 …… ここでの参加人数は、光市水道局職員（嘱託職員及び再任用職員を含まない）

　　　　　　　  のみとする

（ 内部研修会を開催した時間 × 参加人数 ）

全職員数
[ 時間 ]

光合成プランベンチマーク

光合成プランベンチマーク
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未来へ走り続ける光のライフライン 経営基盤強化計画

ひかりかがやく水のまち ～光市水道光合成プラン～ひかりかがやく水のまち ～光市水道光合成プラン～ Ⅱ 施 策

３ 効率的な事業運営

1　直面する課題

　近年、市町村規模で運営される水道事業体の多くは、財政的な基盤や技術的な基盤に不安を抱えており、水道

の広域化による一体的な施設管理や業務の外部委託による人員削減など様々な効率化が進んでいます。

　しかしながら、水道事業は安心・安全な水を安定して供給し、人々の生活を支えていくという高い公共性を

有しており、効率化のみを追求していくと、

その基本さえ成り立たなくなる恐れがあり

ます。

　光市水道事業においては、これまでに、

メーターの検針業務などの委託を行い、平成

21 年度までには、牛島簡易水道を除く市内

の全ての簡易水道を上水道に統合する予定

でありますが、こうした業務内容の変更につ

いても、水道サービスの低下を招かないこと

を前提として、より効率的な事業運営を行っ

ていくための選択をしていくことが必要に

なっています。

平成２０年度以降追加される給水エリア

平成１９年度現在の給水エリア

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

（円）

上水道上水道

岩屋・伊保木・牛島簡易水道岩屋・伊保木・牛島簡易水道

大和簡易水道大和簡易水道

800 円800 円

2,650 円2,650 円

1,050 円1,050 円

1,770 円1,770 円

3,430 円3,430 円

2,410 円2,410 円

2,730 円2,730 円

4,220 円4,220 円

3,780 円3,780 円

1 0 ㎥使用 2 0 ㎥使用 3 0 ㎥使用

口径・
使用水量

岩屋・伊保木
牛島簡易水道

上水道 大和簡易水道

基本料金

従量料金

（ 1 ㎥ あ た り ）

Φ13 ㎜ 493.5 円

2,415.0 円

0 円

0 円

78.75 円

136.5 円

619.5 円

1,050.0 円

1,113.0 円Φ20 ㎜

～ 5 ㎥ 0 円

6 ～ 7 ㎥ 10.5 円

96.6 円

8 ～ 10 ㎥

11 ㎥～

▼上水道と簡易水道の使用水量別水道料金
　 （家事用水 - 口径 13 ㎜の場合）

▲光市水道事業における維持管理エリア
　拡張の推移 ▼上水道と簡易水道の基本料金と従量料金

▲集中改革プランで示した職員数

※統合される簡易水道は上水道となり、

　料金体系は統一され、伏流水を水源と

　した水道水を供給することとなります。

2　目指すべき将来像及び施策

　簡易水道の統合によって、維持管理範囲は拡大し、業務量の増加も予

測されますが、平成 17 年度に策定した「集中改革プラン」の人員を基本

とし、『ひかりかがやく水のまち ～光市水道光合成プラン～ 』の各施策

達成に向け、新たな組織体制を確立し、適正な人員配置を行います。

平成 16 年度 平成 17 年度 平成 18 年度 平成 19 年度 平成 20 年度 平成 21 年度

職員数 42 名42 名 37 名37 名 36 名36 名 36 名36 名 36 名36 名 36 名36 名

浄 水 課浄 水 課浄 水 課

工 務 課工 務 課工 務 課

業 務 課業 務 課業 務 課

浄水係

計画係

料金係 量水器係 経理係 庶務係

管理係

水質係

光市水道事業の現在の組織図光市水道事業の現在の組織図

『ひかりかがやく水のまち ～光市水道光合成プラン～』
達成に向けた機構改革の実施

『ひかりかがやく水のまち ～光市水道光合成プラン～』
達成に向けた機構改革の実施

具体的な施策具体的な施策
施 策

施策達成に向けた機構改革の実施３８
　『ひかりかがやく水のまち ～光市水道光合成プラン～』の各施策を実行するため、
より効率的な組織体制を確立します。

　平成１７年度に策定した「集中改革プラン」の人員を基本とし、適正な人員配置を
行います。

H.２０ H.2１ H.2２ H.2３ H.2４ H.2５ H.2６ H.2７ H.2８ H.2９

３９ 適正な人員管理

施 策

H.２０ H.2１ H.2２ H.2３ H.2４ H.2５ H.2６ H.2７ H.2８ H.2９

検 討 実　施

実　施
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未来へ走り続ける光のライフライン 経営基盤強化計画

ひかりかがやく水のまち ～光市水道光合成プラン～ひかりかがやく水のまち ～光市水道光合成プラン～ Ⅱ 施 策

３ 効率的な事業運営

1　直面する課題

　近年、市町村規模で運営される水道事業体の多くは、財政的な基盤や技術的な基盤に不安を抱えており、水道

の広域化による一体的な施設管理や業務の外部委託による人員削減など様々な効率化が進んでいます。

　しかしながら、水道事業は安心・安全な水を安定して供給し、人々の生活を支えていくという高い公共性を

有しており、効率化のみを追求していくと、

その基本さえ成り立たなくなる恐れがあり

ます。

　光市水道事業においては、これまでに、

メーターの検針業務などの委託を行い、平成

21 年度までには、牛島簡易水道を除く市内

の全ての簡易水道を上水道に統合する予定

でありますが、こうした業務内容の変更につ

いても、水道サービスの低下を招かないこと

を前提として、より効率的な事業運営を行っ

ていくための選択をしていくことが必要に

なっています。

平成２０年度以降追加される給水エリア

平成１９年度現在の給水エリア

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

（円）

上水道上水道

岩屋・伊保木・牛島簡易水道岩屋・伊保木・牛島簡易水道

大和簡易水道大和簡易水道

800 円800 円

2,650 円2,650 円

1,050 円1,050 円

1,770 円1,770 円

3,430 円3,430 円

2,410 円2,410 円

2,730 円2,730 円

4,220 円4,220 円

3,780 円3,780 円

1 0 ㎥使用 2 0 ㎥使用 3 0 ㎥使用

口径・
使用水量

岩屋・伊保木
牛島簡易水道

上水道 大和簡易水道

基本料金

従量料金

（ 1 ㎥ あ た り ）

Φ13 ㎜ 493.5 円

2,415.0 円

0 円

0 円

78.75 円

136.5 円

619.5 円

1,050.0 円

1,113.0 円Φ20 ㎜

～ 5 ㎥ 0 円

6 ～ 7 ㎥ 10.5 円

96.6 円

8 ～ 10 ㎥

11 ㎥～

▼上水道と簡易水道の使用水量別水道料金
　 （家事用水 - 口径 13 ㎜の場合）

▲光市水道事業における維持管理エリア
　拡張の推移 ▼上水道と簡易水道の基本料金と従量料金

▲集中改革プランで示した職員数

※統合される簡易水道は上水道となり、

　料金体系は統一され、伏流水を水源と

　した水道水を供給することとなります。

2　目指すべき将来像及び施策

　簡易水道の統合によって、維持管理範囲は拡大し、業務量の増加も予

測されますが、平成 17 年度に策定した「集中改革プラン」の人員を基本

とし、『ひかりかがやく水のまち ～光市水道光合成プラン～ 』の各施策

達成に向け、新たな組織体制を確立し、適正な人員配置を行います。

平成 16 年度 平成 17 年度 平成 18 年度 平成 19 年度 平成 20 年度 平成 21 年度

職員数 42 名42 名 37 名37 名 36 名36 名 36 名36 名 36 名36 名 36 名36 名

浄 水 課浄 水 課浄 水 課

工 務 課工 務 課工 務 課

業 務 課業 務 課業 務 課

浄水係

計画係

料金係 量水器係 経理係 庶務係

管理係

水質係

光市水道事業の現在の組織図光市水道事業の現在の組織図

『ひかりかがやく水のまち ～光市水道光合成プラン～』
達成に向けた機構改革の実施

『ひかりかがやく水のまち ～光市水道光合成プラン～』
達成に向けた機構改革の実施

具体的な施策具体的な施策
施 策

施策達成に向けた機構改革の実施３８
　『ひかりかがやく水のまち ～光市水道光合成プラン～』の各施策を実行するため、
より効率的な組織体制を確立します。

　平成１７年度に策定した「集中改革プラン」の人員を基本とし、適正な人員配置を
行います。

H.２０ H.2１ H.2２ H.2３ H.2４ H.2５ H.2６ H.2７ H.2８ H.2９

３９ 適正な人員管理

施 策

H.２０ H.2１ H.2２ H.2３ H.2４ H.2５ H.2６ H.2７ H.2８ H.2９

検 討 実　施
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未来へ走り続ける光のライフライン

ひかりかがやく水のまち ～光市水道光合成プラン～ひかりかがやく水のまち ～光市水道光合成プラン～

第６章

財政適正化計画財政適正化計画

Vision

２ 財政基盤の強化 89

３ 適正な料金原価の算出 93

４ 光市水道光合成プラン達成に向けた
財政措置・積立

95

１ 光市水道事業財政の
現状と今後の推移・分析

87

Ⅱ 施 策

～ ビジョン達成に向けた

　　　　　　　　財政基盤の構築に努めます ～

光合成プランベンチマーク２５

『職員一人当たり給水戸数』『職員一人当たり給水戸数』

過 去 の 推 移

平成１６年度 平成１７年度 平成１８年度 平成２０年度 平成２４年度 平成２９年度

【指標の算出式】

【指標の分析】

【目標数値】

総水栓番号数

全職員数
[ 戸 / 人 ]

１９

P o i n tP o i n t

６００.０５５１.１ ５５９.７ ５７９.７ ６６５.０ ６８０.０

職員一人当たりの労働力を示す指標で、事業効率を上げることにより、本指標の達成を目指す。

『総水栓番号数』 … 水道事業が給水する戸数と、水道メーターは撤去されているが既得権が残

　　　　　　　　  っているものの総数

※現状、給水をしていなくても、配水管から分岐した引き込み管が存在するもの（既得権があ

　るもの）は、漏水時において、水道局で対応することより、ここでの指標は「総水栓番号数」

　とした。

光合成プランベンチマーク２５

『職員給与費割合』『職員給与費割合』

過 去 の 推 移

平成１６年度 平成１７年度 平成１８年度 平成２０年度 平成２４年度 平成２９年度

【指標の算出式】

【指標の分析】

【目標数値】

職員給与費

総費用
[ ％ ]× １００

２０

P o i n tP o i n t

３４.６４７.２ ４１.６ ３７.８ ３０.０ ２９.５

費用全体からみた人件費割合を示す指標で、職員給与費抑制によりコスト削減を目指す。

『職員給与費』 … 年間の職員の給料・手当・法定福利費の総額（管理者・再任用職員・嘱託職

　　　　　　　  員は含まない）

光合成プランベンチマーク

光合成プランベンチマーク

85


